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こうりん 平成 24年 7月 1日第 72号　

　檀信徒各位
大施

せ が き

餓鬼法要のご案内
　
　聖　名　酷暑三伏の候と相成りました。
　皆々様にはご健勝の事とお慶び申し上げます。
　東北震災で亡くなられた方のご冥福を祈念します。
　お盆の季節を迎えるに当たり、勤められてまいりました大施
餓鬼法要を、今年も浄土宗久留米門中寺院ご出仕のもとに、下
記のとおりつとめます。ご多忙の処とは存じますが、お繰り合
わせご参詣下さいますようご案内申し上げます。　　　合　掌

平成 24年 7月上浣

　　　　　　　　　　　　　　　無量寺　住職　堤　俊翁　拝

※期　日　　7月 15日（日）午後 1時よりご回
えこう

向
　　　　　　　　　　　　  　午後 2時より法話　

　  ※布教師　　藤野　良海　師　（神崎市　浄圓寺御住職）

※ご回向料　
　　　　特別塔

とうば え こ う

婆回向　1霊　5,000 円　以上
　　  今年 , 初盆を迎えられる霊位
　　　又は特に志される霊位（塔婆を持ち帰ってお盆までお祀り下さい）
　　　　　　　　
　　　　　　※事前にお申し込みが必要です。ファックスでも受付けます。
　　　　　　　　FAX 0942-32-2701  7 月 10 日までにお願いします。
　　　　
　　　　普通回向　　　1霊　1,000 円　以上　ご志納下さい。
※お供え米、お供え米料　随意ご志納下さい。

　　　　ご本尊様のお供え、お花代等にさせていただきます。

　　※初盆のお参りは、後日郵送にて日時をお知らせします。
　　久留米市外の方は、8月 13日より前になることもありますので、ご了承下さい。



第 72号　 こうりん 平成 24年 7月 1日

2

許
す
こ
と
に
な
っ
た
。
夫
に
死
に

別
れ
、
か
わ
い
い
息
子
は
遠
い
比

叡
山
に
別
れ
行
く
。
ま
だ
地
元
に

い
れ
ば
、
た
と
え
別
居
し
て
い
て

も
会
う
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、

比
叡
山
と
な
れ
ば
女
人
結
界
の
山
、

容
易
に
会
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
母
親
の
気
持
ち
は
察
す
る
に

余
り
あ
る
。

画
面
は
袿
を
脱
い
だ
小
袖
姿

の
母
親
が
、
少
年
の
頭
を
押
さ
え
、

袖
に
顔
を
包
ん
で
泣
き
濡
れ
て
い

る
。
そ
の
涙
は
少
年
の
黒
髪
を
ぬ

ら
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

母
秦
氏
は
、
別
れ
行
く
子
に

形
見
と
て　

は
か
な
き　

親
の
留
め
て
し

こ
の
別
れ
さ
へ　

ま
た
い
か
に

せ
んと

詠
ん
で
い
る
。
母
親
の
許
し

を
得
た
観
覚
は
、
比
叡
山
西
塔
北

谷
持
宝
房
源
光
の
も
と
に
勢
至
丸

を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
と

き
の
手
紙
に
「
進
上
大
聖
文
殊
像

一
体
」
と
認
め
た
。
観
覚
は
こ
の

と
き
す
で
に
勢
至
丸
を
智
慧
第
一

の
文
殊
菩
薩
に
見
立
て
て
い
る
。

ど
ん
な
に
か
期
待
し
て
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

法
然
上
人
絵
伝　
　

第
二
巻
第
三
段

観
覚
に
器
量
を
認
め
ら
れ
勢
至
丸
、
母
と
別
れ
叡
山
へ

父
時
国
を
失
っ
た
勢
至
丸
は
、

母
方
の
叔
父
、
観
覚
の
も
と
に
身

を
寄
せ
る
事
に
な
っ
た
。
奈
義
山

（
現
在
は
那
岐
山
）
菩
提
寺
に
入
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

勢
至
丸
は
学
問
を
学
ぼ
う
と

す
る
意
志
が
強
く
、
す
ぐ
に
寺
の

生
活
に
慣
れ
、
学
問
も
日
一
日
と

上
達
し
た
。
そ
の
あ
り
さ
ま
は
流

れ
る
水
に
も
増
し
、
一
を
聞
い
て

十
を
さ
と
り
、
一
度
耳
に
し
た
こ

と
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
こ
う
し
た
勢
至
丸
の
器
量

を
見
抜
い
た
観
覚
は
、
田
舎
の
塵

に
埋
も
れ
さ
せ
る
こ
と
を
惜
し
み
、

比
叡
山
へ
送
っ
て
本
格
的
な
学
問

を
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

あ
る
日
観
覚
は
勢
至
丸
を
呼
び

、
こ
の
こ
と
を
話
す
と
、
勢
至
丸

は
喜
び
上
洛
し
た
い
旨
を
告
げ
た
。

そ
こ
で
観
覚
は
す
ぐ
に
勢
至
丸
を

連
れ
て
母
秦
氏
の
も
と
に
赴
い
た
。

母
親
を
訪
ね
た
勢
至
勢
至
丸
は

「
母
と
別
れ
る
こ
と
は
つ
ら
い
が
、

父
の
遺
言
を
無
視
す
る
訳
に
は
ゆ

か
な
い
。
早
く
比
叡
山
に
登
っ
て

一
人
前
の
僧
侶
に
な
り
た
い
」
と

懇
願
し
た
。
母
は
た
だ
泣
く
ば
か

り
で
あ
っ
た
が
、
観
覚
の
と
り
な

し
も
あ
っ
て
、
勢
至
丸
の
登
山
を

形
見
と
て　

は
か
な
き　

親
の
留
め
て
し

こ
の
別
れ
さ
へ　

ま
た
い
か
に
せ
ん
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聖観世音菩薩像建立のお知らせ

観世音菩薩は衆生済度（仏道によっ
て生きているものすべてを、迷いの中
から救済し、悟りを得させること）の
ために三十三通りに姿を変える（観音
経）とあります。
わが無量寺は、筑後三十三箇所の第
十八番札所として、聖観世音菩薩をお
祀りしてまいりました。
しかし、太平洋戦争の折に焼失し、
その後先代、先先代住職が仮の観音様
をお祀りし、以来六十余年、現在に至っ
ております。
聖観世音菩薩再建は長年の悲願であ
り、平成十九年より再建の志をもって
写経会を始めました。
近年、仏教に救いを求める方々も増え,
観音様への巡礼も多くなっておりま
す。
就きましては、皆様へお知らせし募
集してまいりました銅板、真鍮板の志
納の件ですが、申込は 7月末日まで
とし、今年中の完成を目指します。
この銅板、真鍮板は、鋳溶かして観
音様のお体の一部となります。
二度とないご縁です。この機会にぜ
ひ結縁なさることをお勧めします。
尚、納経と志納金（志納帳にお名前
を記載して納めます。）の受付は引き
続き致します。
銅板の残り数約 20枚、真鍮板約 150
枚です。

第一番 　　福聚寺 臨済宗 

第二番 　　観興寺 曹洞宗 

第三番 　　観音寺 天台宗 

第四番 　　清水寺 臨済宗

第五番 　　法音寺 曹洞宗 

第六番 　　慶雲寺 浄土宗 

第七番 　　靈鷲寺 臨済宗 

第八番 　　如意輪寺　　真言宗

第九番 　　福聚庵 黄檗宗

第十番 　　普済寺 臨済宗 

第十一番　　国分寺 天台宗

第十二番　　円通寺 臨済宗

第十三番　　千徳寺 臨済宗

第十四番　　円勝寺 曹洞宗 

第十五番　　安国寺　 臨済宗 

第十六番　　医王寺 真言宗 

第十七番　　少林寺 臨済宗 

第十八番　　無量寺 浄土宗

第十九番　　日輪寺 臨済宗 

第二十番　　朝日寺 臨済宗 

第二十一番　寛元寺 臨済宗 

第二十二番 a板東寺 天台宗 

第二十二番 b大聖寺 曹洞宗 

第二十三番　光明寺 真言宗 

第二十四番　普光寺 天台宗 

第二十五番　慧日寺 黄檗宗

第二十六番　帝釈寺 黄檗宗

第二十七番　甲山寺 天台宗

第二十八番　清水寺 天台宗 

第二十九番　永興寺 天台宗 

第三十番　　浄福寺 天台宗 

第三十一番　大光寺 臨済宗 

第三十二番　円通寺 曹洞宗

第三十三番　霊厳寺 臨済宗

　
　

筑
後
西
国
三
十
三
観
音
霊
場

院
号
授
与
式　

平
成
二
十
四
年
三
月

　　恵　照　院　呰　幸子　殿


